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ミニ・パブリックスを用いた
市民参加の新たな仕組みづくり
名古屋大学大学院環境学研究科教授 三上  直之

　

人
口
減
少
や
財
政
制
約
の
下
、
自
治
体
政
策
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
、
市
民
の
納

得
と
実
効
性
を
い
か
に
両
立
さ
せ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
等
の
市
民
参
加
手
法
に
限
界
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、
無
作
為
に
選
ば
れ
た

市
民
が
熟
議
を
重
ね
る
「
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、こ
の
手
法
を
活
用
し
た
日
本
初
の
気
候
市
民
会
議
「
気
候
市
民
会
議
さ
っ

ぽ
ろ
２
０
２
０
」
に
携
わ
り
、
実
践
的
な
知
見
を
お
持
ち
の
名
古
屋
大
学
大
学
院
環

境
学
研
究
科
教
授　

三
上
直
之
氏
に
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
概
要
と
そ
の
課
題
・

可
能
性
、
さ
ら
に
導
入
時
の
留
意
点
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
治
体
の
政
策
形
成
に
お
い
て
、
多
様

な
市
民
の
意
見
を
い
か
に
取
り
入
れ
、
合

意
形
成
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
か
は
、
今

日
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
人
口
減
少
や
財
政
制
約
の
も
と
で

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る

必
要
が
高
ま
る
な
か
、
自
治
体
が
直
面
す

る
課
題
は
、
複
雑
か
つ
利
害
が
鋭
く
対
立

し
が
ち
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
政
策
決

定
の
正
当
性
を
高
め
、
市
民
の
納
得
感
を

得
る
仕
組
み
の
構
築
は
避
け
て
通
れ
な

い
。

　

従
来
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
審
議

会
へ
の
住
民
委
員
の
参
加
、
自
薦
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
と
い
っ
た
手

法
が
市
民
参
加
の
中
心
を
担
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

は
提
出
者
が
限
定
的
で
あ
り
、
意
見
を
寄

せ
る
市
民
層
も
偏
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
幅
広
い
市
民
の
声
を
反
映
す
る
に
は

限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
公
募
や
推
薦
に
よ

る
審
議
会
や
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
参
加
機
会
も
、
幅
広
い
住
民
が
生
活
者

と
し
て
の
視
点
か
ら
議
論
に
加
わ
る
仕
組

み
と
し
て
は
限
界
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
通

り
の
参
加
手
法
に
依
拠
す
る
こ
と
は
、
市

民
の
多
様
な
意
見
を
的
確
に
す
く
い
上

げ
、
納
得
感
あ
る
政
策
形
成
に
つ
な
げ
る

に
は
不
十
分
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
期
待
を

集
め
て
い
る
の
が
「
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
（m

ini-publics

）」
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
住
民
基
本
台
帳
な
ど
か
ら
無
作
為
に

選
ば
れ
た
市
民
が
、
短
い
も
の
で
は
１

日
、
長
い
も
の
で
は
数
カ
月
に
わ
た
っ
て

集
ま
り
、
専
門
家
の
知
見
提
供
を
受
け
つ

つ
熟
議
を
行
い
、
政
策
提
言
を
ま
と
め
る

市
民
会
議
で
あ
る
。
無
作
為
選
出
に
よ
っ

て
参
加
者
の
多
様
性
が
確
保
さ
れ
、
ま
た

十
分
な
情
報
提
供
と
対
話
を
経
た
上
で
意

見
形
成
を
行
う
こ
と
か
ら
、
意
見
募
集
や

ア
ン
ケ
ー
ト
と
は
異
な
る
性
質
を
持
っ
た

参
加
手
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
後

ほ
ど
詳
し
く
述
べ
る
通
り
、
日
本
の
自
治

体
で
も
２
０
０
０
年
代
以
降
、
市
民
討
議

会
を
は
じ
め
と
す
る
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
近
年
で

は
、
気
候
変
動
対
策
に
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
の
手
法
を
応
用
す
る
「
気
候
市
民
会

議
」
の
取
り
組
み
が
、
各
地
の
自
治
体
に

広
が
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
経
緯
と
最
近
の

動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
の
概
要
と
日
本
に
お
け
る
導
入
状
況

を
紹
介
し
、
そ
の
可
能
性
や
課
題
を
報
告

す
る
。
さ
ら
に
、
自
治
体
が
こ
の
手
法
を

活
用
す
る
際
の
留
意
点
や
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
も
触
れ
た
い
。

　

ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と
は
、
無
作

為
に
選
ば
れ
た
一
般
の
市
民
が
集
ま
っ

て
、
公
共
的
な
課
題
に
つ
い
て
熟
議
を
行

い
、
意
見
や
提
言
を
ま
と
め
る
市
民
会

議
の
手
法
を
指
す
総
称
で
あ
る
。
少
し

説
明
的
に
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
無
作
為

選
出
型
の
市
民
会
議
」
と
な
る
し
、
諸

外
国
で
は
「
抽
選
代
表
に
よ
る
熟
議
プ

ロ
セ
ス
（representative deliberative 

１　
は
じ
め
に

１　
は
じ
め
に

２　２　
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と

ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と

　
　
　
　
そ
の
日
本
の
自
治
体
で
の
展
開

そ
の
日
本
の
自
治
体
で
の
展
開図１　ミニ・パブリックスの4類型（目的別の分類）
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政策課題に対する
十分な情報に基づく
市民の提言形成
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市民の意見の把握

５.Ｇ1000
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７. 市民ダイアローグ
８. 討論型世論調査
９. 世界市民会議
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住民投票にかけられる
法案の評価
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熟議機関モデル
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processes

）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
に
は
少
な
く
と
も

十
数
種
類
の
手
法
が
あ
る
と
さ
れ
、
目
的

別
に
分
類
す
る
と
、
図
１
の
よ
う
に
４
つ

に
大
別
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
１
９
７
０
年
代

に
米
国
や
ド
イ
ツ
に
お
い
て
萌
芽
的
に
試

み
ら
れ
た
後
、
１
９
９
０
年
代
以
降
、
欧

米
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
。
例
え
ば

１
９
８
０
年
代
後
半
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク

で
新
し
い
科
学
技
術
の
社
会
的
影
響
を
評

価
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
、「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議
」
と
呼
ば
れ

る
市
民
会
議
が
導
入
さ
れ
た
。
社
会
の
縮

図
を
構
成
す
る
よ
う
に
無
作
為
に
集
め
ら

れ
た
20
人
前
後
の
市
民
参
加
者
が
専
門
家

と
対
話
し
な
が
ら
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
な
ど
先
端
技
術
の
応
用
や
環
境
問
題

と
い
っ
た
専
門
性
の
高
い
政
策
課
題
に
つ

い
て
、
一
般
の
市
民
の
立
場
か
ら
議
論
し

て
提
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
ま

だ
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と
い
う
包
括

的
な
概
念
は
一
般
的
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
こ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議
は
、
ミ

ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
初
期
の
代
表
的
な

モ
デ
ル
の
１
つ
で
あ
る
。

　

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
数
十
人
か

ら
１
０
０
人
規
模
の
よ
り
大
人
数
で
、
期

間
も
数
カ
月
以
上
に
わ
た
る
、
市
民
議

会
（citizens

a̓ssem
bly

）
と
呼
ば
れ
る

ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
が
諸
外
国
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
２
０
０
４
年
か
ら

２
０
０
６
年
に
か
け
て
カ
ナ
ダ
の
２
つ
の

州
で
、
選
挙
制
度
改
革
を
テ
ー
マ
と
し
て

行
わ
れ
た
の
を
始
ま
り
と
し
て
、
各
地

に
徐
々
に
広
が
り
、
２
０
１
６
年
か
ら

２
０
１
８
年
に
か
け
て
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
市
民
議
会
で
、
同
性
婚
と
人
工
妊
娠
中

絶
と
い
う
長
年
大
き
な
論
争
と
な
っ
て
い

た
問
題
が
議
論
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

市
民
を
対
象
に
案
内
を
送
り
、
参
加
の
意

思
を
示
し
た
人
た
ち
の
中
か
ら
抽
選
で
数

十
人
程
度
の
参
加
者
を
集
め
る
。
多
く
は

１
〜
２
日
間
の
日
程
で
、
議
論
の
対
象
と

す
る
テ
ー
マ
に
関
す
る
情
報
提
供
と
、
５

人
程
度
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
最
後
に
各

グ
ル
ー
プ
で
の
討
議
結
果
に
対
し
て
参
加

者
が
投
票
す
る
な
ど
し
て
、
結
果
を
ま
と

め
る
。

　

討
議
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
あ
り
方
を
幅
広
く
議
論
す
る
も
の
の
ほ

か
、
自
治
基
本
条
例
な
ど
の
条
例
・
計
画

づ
く
り
、
公
共
施
設
の
再
編
、
新
し
い
交

通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
河
川
敷
の
利
用
を

め
ぐ
る
問
題
と
い
っ
た
具
体
的
な
も
の
ま

で
、
幅
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
特

定
の
自
治
体
が
繰
り
返
し
実
施
し
た
例
も

多
く
、
２
０
１
０
年
代
の
後
半
の
時
点

で
、
５
０
０
件
を
超
す
実
施
例
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
の
日
本
に
お
け
る
自
治
体
の
ミ

ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
活
用
に
関
し
て
注

目
さ
れ
る
ト
レ
ン
ド
が
、
気
候
市
民
会
議

で
あ
る
。
気
候
市
民
会
議
は
、
ミ
ニ
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
の
中
で
も
特
に
本
格
的
な

「
市
民
議
会
」
の
手
法
や
、
そ
れ
を
一
部

簡
略
化
し
た
手
法
を
、
気
候
変
動
対
策
の

議
論
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
気
候
変

動
や
そ
の
対
策
と
い
う
専
門
性
の
高
い
課

題
に
対
し
て
、
一
般
の
人
々
が
学
び
、
考

え
、
意
見
形
成
に
関
わ
り
、
そ
の
結
果
が

地
域
の
気
候
変
動
対
策
に
実
際
に
活
用
さ

れ
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

こ
の
気
候
市
民
会
議
の
方
法
は
、

２
０
１
９
年
前
後
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

て
国
民
投
票
が
行
わ
れ
て
、
合
法
化
さ
れ

る
憲
法
改
正
が
な
さ
れ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
や
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
は
、

こ
う
し
た
市
民
議
会
を
常
設
化
し
、
国
や

自
治
体
の
政
策
決
定
に
用
い
る
制
度
も
設

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

日
本
で
も
２
０
０
０
年
代
以
降
、
多
く

の
自
治
体
で
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
が
用

い
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
２
０
０
６
年

か
ら
２
０
０
７
年
に
か
け
て
、
北
海
道
の

主
催
に
よ
り
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議
の
手

法
を
用
い
て
遺
伝
子
組
換
え
作
物
の
栽
培

に
つ
い
て
議
論
す
る
道
民
会
議
が
開
か

れ
、
そ
の
結
果
は
関
連
の
道
条
例
の
見
直

し
検
討
に
活
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
世
論
調

査
と
組
み
合
わ
せ
る
形
で
、
百
数
十
人
か

ら
数
百
人
と
い
う
大
規
模
な
市
民
会
議
を

開
き
、
テ
ー
マ
と
な
る
政
策
課
題
の
主
要

な
論
点
に
つ
い
て
、
熟
議
前
後
の
意
見
変

化
を
把
握
す
る
「
討
論
型
世
論
調
査
」
と

い
う
手
法
も
、
２
０
１
０
年
前
後
か
ら
神

奈
川
県
や
、
同
県
藤
沢
市
、
北
海
道
札
幌

市
な
ど
に
お
い
て
、
地
方
自
治
制
度
や
自

治
体
の
総
合
計
画
、
食
の
安
全
、
雪
対
策

と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
活
用
さ
れ
た
。
ち
な

み
に
、
こ
の
討
論
型
世
論
調
査
の
手
法

は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
当
時
の
民
主
党
政
権
が
検
討

す
る
際
、「
国
民
的
議
論
」
の
一
環
と
し

て
、
政
府
が
公
式
に
実
施
し
、
そ
の
結
果

が
同
政
権
の
策
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

に
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

数
あ
る
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
手
法

の
中
で
、
日
本
の
自
治
体
で
こ
れ
ま
で
最

も
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
の
は
「
市
民
討

議
会
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
で
生

ま
れ
た
「
プ
ラ
ー
ヌ
ン
ク
ス
ツ
ェ
レ
（
計

画
細
胞
）」
と
い
う
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
の
手
法
を
、
日
本
の
自
治
体
で
の
実
施

に
合
わ
せ
て
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

で
急
速
に
広
が
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

全
国
か
ら
選
ば
れ
た
１
，５
０
人
の
市
民

が
半
年
以
上
に
わ
た
っ
て
討
議
を
重
ね
、

１
４
９
項
目
に
及
ぶ
提
言
を
政
府
に
提
出

し
た
。
提
言
の
一
部
は
法
制
化
さ
れ
、
例

え
ば
鉄
道
で
代
替
可
能
な
距
離
の
国
内
線

の
フ
ラ
イ
ト
を
禁
止
す
る
規
制
な
ど
が
導

入
さ
れ
た
。
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
同
様
の

会
議
が
多
数
開
催
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
２
０
０
を
超
す
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
２
０
２
０
年
に
筆
者
ら

の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
札
幌
市
な
ど
と
協
働

し
て
国
内
初
の
気
候
市
民
会
議
を
試
行

し
、
そ
の
翌
年
、
川
崎
市
で
本
格
的
な

会
議
が
実
施
さ
れ
た
の
が
先
例
と
な
り
、

２
０
２
２
年
以
降
、
各
地
の
自
治
体
に
広

が
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
首
都
圏
を
中
心
と

し
て
28
の
市
区
町
で
30
件
を
超
す
気
候
市

民
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な

テ
ー
マ
や
回
数
・
期
間
な
ど
は
会
議
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
地
域
に
お
け
る
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
の
削
減
と
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
対
策
を
議
論
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
東
京
都
杉
並
区
で
２
０
２
４

年
に
行
わ
れ
た
「
気
候
区
民
会
議
」
で

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
循
環
型
社
会
、
み
ど

り
、
交
通
の
４
つ
の
テ
ー
マ
が
総
合
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
77
人
の
参
加
者
が
12
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
テ
ー
マ
を
分
担
し

て
議
論
し
た
。
５
カ
月
間
、
６
回
に
わ
た

る
会
議
を
経
て
、
最
終
的
に
33
項
目
の
意

見
提
案
を
区
に
提
出
し
た
。
一
方
、
東
京

都
世
田
谷
区
で
２
０
２
５
年
に
行
わ
れ
た

会
議
で
は
、
３
回
と
い
う
限
ら
れ
た
回
数

の
中
で
、
家
庭
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

の
た
め
の
行
動
を
区
民
に
促
す
の
に
必
要

な
政
策
に
焦
点
を
絞
っ
て
議
論
が
行
わ
れ

た
。
い
ず
れ
の
会
議
も
、
参
加
者
の
日
常

生
活
に
根
ざ
し
た
経
験
か
ら
実
際
に
効
果

３　
気
候
市
民
会
議

３　
気
候
市
民
会
議
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の
あ
る
対
策
を
導
き
出
す
こ
と
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
る
。

　

成
果
の
活
用
と
い
う
点
で
は
、
気
候
市

民
会
議
を
主
催
し
た
自
治
体
の
多
く
が
、

提
言
を
政
策
に
反
映
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
埼
玉
県

所
沢
市
で
は
、
２
０
２
２
年
に
行
わ
れ
た

市
民
会
議
の
結
果
が
、
そ
の
後
、
環
境
基

本
計
画
の
改
定
や
、
新
た
な
条
例
の
制
定

に
活
か
さ
れ
た
。
ま
た
杉
並
区
で
は
、
区

が
気
候
区
民
会
議
の
冒
頭
で
「
提
案
項
目

す
べ
て
に
対
し
て
対
応
を
検
討
す
る
」
こ

と
を
約
束
し
、
会
議
か
ら
提
出
さ
れ
た
33

項
目
の
意
見
提
案
に
つ
い
て
、
会
議
後
、

約
半
年
の
検
討
を
経
て
、
区
の
対
応
方
針

を
作
成
し
、
公
表
し
て
い
る
。
茨
城
県
つ

く
ば
市
や
東
京
都
日
野
市
で
開
か
れ
た
気

候
市
民
会
議
で
も
、
提
言
項
目
ご
と
に
行

政
が
方
針
を
明
示
し
た
り
、
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
た
り
す
る
対
応
が
と
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
行
政
側
の
応
答
は
、
ミ

ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
単
な
る
意
見
聴
取

で
は
な
く
、
熟
議
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
提

言
を
政
策
形
成
に
接
続
す
る
形
で
用
い
る

上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

気
候
市
民
会
議
の
意
義
は
、
気
候
変
動

と
そ
の
対
策
と
い
う
、
専
門
性
が
高
く
長

期
的
な
影
響
が
及
ぶ
課
題
に
対
し
て
、
多

様
な
市
民
が
対
話
と
学
び
を
通
じ
て
、
実

効
性
の
あ
る
対
策
を
構
想
し
う
る
点
に
あ

る
。
今
後
は
、
提
言
へ
の
行
政
の
応
答
や

そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
制
度
的
に

位
置
づ
け
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
行
政

主
導
型
だ
け
で
な
く
、
市
民
団
体
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
行
政
と
協
働
し
て
実
施
す

る
タ
イ
プ
の
拡
大
も
期
待
さ
れ
る
。

行
わ
れ
た
。
住
民
基
本
台
帳
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
住
民
３
，

０
０
０
人
に
案
内
を
送
り
、
返
信

の
あ
っ
た
２
２
６
人
の
中
か
ら
参

加
者
１
０
０
人
を
抽
選
し
た
。
50

人
は
年
代
や
性
別
、
居
住
区
が
札

幌
市
の
人
口
構
成
の
縮
図
と
な
る

よ
う
に
、
残
り
50
人
は
年
代
ご
と

の
参
加
者
数
が
一
定
に
な
る
よ
う

に
抽
選
し
、
そ
れ
ぞ
れ
丸
１
日
ず

つ
の
別
々
の
会
議
に
参
加
し
て
も

ら
っ
た
（
最
終
的
な
参
加
者
数
は

各
41
人
）。

　

市
民
会
議
で
は
、
行
政
や
実
施

委
員
会
か
ら
の
説
明
を
受
け
つ
つ
、
成
人

式
の
方
針
や
、
実
施
主
体
、
開
催
場
所
、

内
容
、
財
源
の
確
保
と
い
っ
た
論
点
で
議

論
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
通
り

区
ご
と
の
開
催
と
し
、
運
営
は
地
域
の
人

た
ち
と
行
政
、
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員

会
が
主
体
と
な
っ
て
担
う
べ
き
と
い
う
意

見
が
多
数
を
占
め
た
。
ま
た
、
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
は
市
の
補
助
の
割
合
を
現
状

よ
り
も
高
め
る
べ
き
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た
が
、
討
論
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
寄
付
金
の
活
用
に
関
す

る
ア
イ
デ
ア
も
多
く
出
さ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
試
行
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

札
幌
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
参
加
の

新
し
い
仕
組
み
を
、
図
２
の
よ
う
な
「
政

策
形
成
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
」
と
し
て
ま
と

め
て
い
る
。
潜
在
的
な
参
加
の
意
思
は
あ

り
な
が
ら
も
意
見
発
信
の
機
会
を
持
た
な

い
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
し
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
無
作
為
抽
出
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
広
く
意
見
を
拾
う
「
意
見
収
集
」
の
段

階
と
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
活
用
し

た
市
民
会
議
で
深
く
掘
り
下
げ
た
意
見
を

形
成
す
る
「
議
論
」
の
段
階
と
の
組
み
合

わ
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
単
発
の
市
民

会
議
、
参
加
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
で
は
な

く
、
自
治
体
の
市
民
参
加
の
仕
組
み
の
中

に
組
み
込
も
う
と
す
る
試
み
と
し
て
、
北

海
道
札
幌
市
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
札

幌
市
で
は
「
第
５
次
市
民
自
治
推
進
会

議
」（
２
０
２
３
年
７
月
〜
２
５
年
７
月
）

に
お
い
て
、
従
来
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
審
議
会
へ
の
参
加
な
ど
で
は
捉
え
き

れ
な
い
「
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」

層
の
意
見
を
い
か
に
可
視
化
し
、
政
策
形

成
に
活
か
す
か
と
い
う
課
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
そ
の
大
き
な
背
景
は
、
紆
余
曲

折
の
末
、
２
０
２
３
年
に
断
念
さ
れ
る
に

至
っ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
の
経
験
が
あ
っ
た
。
市
民
自

治
推
進
室
の
担
当
者
に
よ
る
と
、「
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

の
問
題
を
重
要
な
契
機
と
し
て
、
市
民
の

意
向
や
意
見
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
の
困

難
さ
が
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
」
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
札
幌

市
で
は
、
２
０
２
４
年
度
に
、
市
民
参
加

の
新
た
な
仕
組
み
を
検
討
す
る
た
め
の
試

行
を
兼
ね
て
、
成
人
式
の
あ
り
方
を
テ
ー

マ
と
し
た
市
民
参
加
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
た
。
札
幌
市
の
成
人
式
は
、
各
区
の
住

民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
実
施
委
員
会
が
主

体
と
な
っ
て
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
き
た

が
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
物
価
高
騰

に
よ
る
経
費
増
大
な
ど
の
面
で
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
成
人
を
迎
え
る
人

た
ち
を
含
め
て
、
ま
さ
に
多
様
な
市
民
の

参
加
に
よ
る
議
論
が
必
要
な
テ
ー
マ
で
あ

る
。

　

今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
無
作
為
抽
出

と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
併
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
っ
て
広
く
意
見
を
集
め
た
後
、
ミ

ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
型
の
市
民
会
議
が

　

札
幌
市
で
は
今
後
、
こ
の
モ
デ
ル
を
、

生
活
に
密
接
し
た
政
策
課
題
で
あ
る
「
雪

対
策
」
に
用
い
る
こ
と
に
し
て
い
て
、
ミ

ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
手
法
に
よ
る
市
民

会
議
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
除
排

雪
の
方
法
や
費
用
負
担
、
市
民
協
働
の
あ

り
方
な
ど
、
利
害
が
交
錯
し
や
す
い
テ
ー

マ
に
対
し
て
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を

用
い
た
熟
議
を
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
の
一

環
と
し
て
組
み
込
ん
で
活
か
そ
う
と
す
る

事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
市
で

は
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
は
じ
め
と

す
る
手
法
や
そ
の
運
用
ル
ー
ル
な
ど
を
ま

と
め
た
「
市
民
参
加
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
、
２
０
２
６
年
度
中
に
策
定
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　

本
稿
で
は
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と

そ
の
日
本
の
自
治
体
に
お
け
る
活
用
の
展

開
を
概
観
し
た
上
で
、
近
年
各
地
に
広
が

る
気
候
市
民
会
議
と
、
札
幌
市
で
の
新
た

な
市
民
参
加
の
仕
組
み
づ
く
り
と
い
う
最

近
の
例
を
通
じ
て
、
こ
の
方
法
が
自
治
体

の
政
策
形
成
の
仕
組
み
の
中
に
位
置
づ
け

図２　札幌市の「政策形成プロセスモデル」
出典：�札幌市「第５次市民自治推進会議の答申の概要
　　 （新たな市民参加の仕組みについて）」

５　
お
わ
り
に

５　
お
わ
り
に

４　４　
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
用
い
た
新
た
な

ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
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ス
を
用
い
た
新
た
な

　
　
　
　
市
民
参
加
の
仕
組
み
づ
く
り
―
札
幌
市
の
事
例

市
民
参
加
の
仕
組
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づ
く
り
―
札
幌
市
の
事
例
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ら
れ
つ
つ
あ
る
現
状
を
紹
介
し
た
。
注
目

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
挙
げ
る
と
す

れ
ば
、
次
の
３
点
と
な
る
。

　

第
１
に
、
無
作
為
選
出
と
熟
議
を
活
か

す
こ
と
で
、
従
来
の
参
加
の
方
法
で
は
発

言
の
機
会
を
得
に
く
い
層
を
含
む
多
様
な

市
民
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
情
報
を
得

な
が
ら
形
成
す
る
質
の
高
い
意
見
を
、
政

策
過
程
に
取
り
込
め
る
こ
と
が
、
ミ
ニ
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
意
義
で
あ
る
。
第
２

に
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
用
い
た
プ

ロ
セ
ス
の
価
値
は
、
生
み
出
さ
れ
る
意
見

の
中
身
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
対
し
て
行

政
が
い
か
に
実
質
的
に
応
答
す
る
仕
組
み

を
伴
っ
て
い
る
か
に
も
か
か
っ
て
い
る
。

第
３
に
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
他
の

参
加
の
プ
ロ
セ
ス
、
手
法
と
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
、
ト
ー
タ
ル
な
参
加
の
仕
組
み
の

中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ

る
。
札
幌
市
の
例
に
見
ら
れ
る
、「
広
く

拾
う
（
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
）」
と
「
深
く

掘
る
（
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
）」
を
段

階
的
に
接
続
す
る
設
計
は
、
参
加
の
量
と

質
を
両
立
さ
せ
る
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
で

あ
ろ
う
。

　

自
治
体
に
お
け
る
導
入
に
あ
た
っ
て
の

鍵
は
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
は
、
ミ
ニ
・

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
活
用
方
法
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
に
合
う
形
で
整
え
、
標
準
化

す
る
こ
と
で
あ
る
。
抽
選
の
方
法
や
参
加

支
援
（
謝
金
・
交
通
・
託
児
な
ど
）、
情

報
提
供
の
中
立
性
の
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法
、

記
録
と
公
開
、
さ
ら
に
は
提
出
さ
れ
た
提

言
・
意
見
へ
の
応
答
の
手
続
き
、
評
価
の

方
法
な
ど
を
整
備
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で

き
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
の
運
用
の

参
考
に
な
る
手
引
書
が
日
本
語
で
も
複
数

出
版
さ
れ
て
い
る
。
参
考
文
献
と
し
て
本

稿
の
末
尾
に
挙
げ
た
の
で
、
ご
参
照
い
た

象
と
し
て
、
数
十
人
規
模
で
２
〜
３
回
の

短
期
集
中
型
の
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を

試
行
し
て
、
そ
の
提
言
の
活
用
ま
で
を
一

体
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
行
う
と
こ
ろ
か
ら

始
め
る
の
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
近
年
、

気
候
市
民
会
議
が
急
速
に
普
及
す
る
過
程

で
は
、
開
催
自
治
体
間
で
の
情
報
交
換
や

連
携
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
そ
れ
が
実
践
知

の
蓄
積
や
手
法
の
普
及
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
重
県
で

も
、
県
内
複
数
自
治
体
で
並
行
し
て
取
り

組
め
れ
ば
、
同
様
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し

て
コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
、ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ

　

２
０
２
５
年
10
月
27
日
、
大
阪
国
際
大

学
経
営
経
済
学
部
准
教
授　

湯
浅
孝
康
氏

を
お
招
き
し
、「
自
治
体
に
お
け
る
こ
れ

か
ら
の
政
策
の
あ
り
方
と
行
政
デ
ザ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
は
、
政
策
立
案
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
設
計
、
さ
ら
に
そ
れ
を
活
か
す
組
織

づ
く
り
を
学
ぶ
こ
と
で
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
「
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
適
切
に
捉

え
、
対
策
を
立
案
・
具
現
化
す
る
力
」
の

向
上
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

湯
浅
氏
か
ら
は
、
近
年
導
入
が
進
む
ア

ジ
ャ
イ
ル
型
の
政
策
形
成
と
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の

要
点
に
つ
い
て
ご
解
説
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

あ
わ
せ
て
、
現
場
職
員
の
気
づ
き
や
創

意
工
夫
を
起
点
に
政
策
を
実
施
・
評
価
す

る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
重
要
性
、
機
動
的
か

つ
柔
軟
な
軌
道
修
正
を
許
容
す
る
行
政
文

化
の
醸
成
、
そ
し
て
全
職
員
の
意
識
改

革
・
行
動
変
容
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
ご

教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
治
体
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、
新
た
な
課
題
や
継
続
の
課
題

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
を
定

期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

テ
ー
マ
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

だ
き
た
い
。
ま
た
、
す
べ
て
を
外
部
事
業

者
に
委
託
し
て
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
経

費
が
か
さ
み
実
施
が
困
難
と
な
り
や
す

い
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
含
め
て
、
ミ

ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
活
用
を
担
え
る
職

員
や
地
域
人
材
の
育
成
・
確
保
を
図
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
市
民
の
熟

議
に
基
づ
く
提
言
を
活
か
し
た
い
と
考
え

る
計
画
や
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
に

あ
ら
か
じ
め
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
組

み
込
み
、
提
言
が
活
用
さ
れ
る
接
点
を
設

計
し
て
お
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

　

人
口
減
少
と
財
政
制
約
の
時
代
に
、
政

策
の
実
効
性
と
納
得
感
を
高
め
る
に
は
、

専
門
知
と
生
活
知
を
結
ぶ
市
民
参
加
に
よ

る
熟
議
が
有
効
で
あ
り
、ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
は
そ
れ
を
具
現
化
で
き
る
確
実
な
手

法
で
あ
る
。
三
重
県
内
で
も
ま
ず
は
、
公

共
施
設
の
再
編
や
地
域
交
通
、
災
害
対
策

な
ど
、
各
自
治
体
で
の
喫
緊
の
課
題
を
対

ク
ス
を
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
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